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支
部
創
立
65
周
年
記
念 

式
典
・
祝
賀
会 

11
月
３
日
（
祝
）
ア
ー

ト
ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ
タ
ワ

ー
に
お
い
て
、
65
周
年
を

祝
う
記
念
式
典
が
午
後
３

時
か
ら
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

大
島
政
則
副
支
部
長
の

「
開
会
の
こ
と
ば
」の
後
、

物
故
会
員
へ
の
黙
祷
を
捧

げ
て
開
式
と
な
り
ま
し
た
。

全
珠
連
歌
斉
唱
と
続
き
、

櫻
井
支
部
長
が
次
の
よ
う

に
挨
拶
を
し
ま
し
た
。

「
60
周
年
式
典
が
５
年

前
に
ホ
テ
ル
大
阪
ベ
イ
タ

ワ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

“
十
年
ひ
と
昔
”
と
言
い

ま
す
が
、
最
近
で
は
“
五

年
ひ
と
昔
”で
は
な
い
か
。

よ
っ
て
本
日
開
催
の
運
び

に
な
り
ま
し
た
。
初
代
倉

野
支
部
長
か
ら
数
え
る
と
、

現
在
11
代
目
に
な
り
ま

す
。
歴
史
を
振
り
返
る
こ

と
が
本
日
の
文
化
の
意
義

に
も
な
り
ま
す
」と
話
し
、

今
日
ま
で
共
に
頑
張
っ
て

こ
ら
れ
た
役
員
、
会
員
の

皆
様
の
お
蔭
で
あ
る
と
感

謝
を
述
べ
た
。 

斎
藤
京
子
副
支
部
長
の

司
会
で
式
典
は
進
行
し
、

平
上
一
孝
理
事
長
の
祝
辞

を
頂
い
た
後
、
来
賓
紹
介
・

経
過
報
告
が
あ
り
、
そ
の

後
会
員
表
彰
が
あ
り
ま
し

た
。
本
部
表
彰
は
60
年
在

籍
の
武
江
栄
太
郎
氏 

森

内
丑
治
氏
、
50
年
在
籍
は

小
路
隆
造
氏
そ
し
て
40

年
在
籍
表
彰
（
５
名
）
と

続
き
ま
し
た
。
ま
た
51
年

以
上
の
在
籍
表
彰
（
10

名
）
が
あ
り
、
支
部
長
か

ら
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。
最
後
は
全
員
で
記

念
撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

式
典
終
了
後
、
祝
賀
会

が
午
後
５
時
か
ら
催
さ
れ

ま
し
た
。
上
村
亘
氏
の
司

会
で
、
ス
ク
リ
ー
ン
に
支

部
５
年
間
の
歩
み
が
音
響

と
と
も
に
大
写
し
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
で
一
気
に
盛

り
上
が
り
好
評
で
し
た
。 

 

続
い
て
支
部
長
の
挨
拶
、

谷
畑
衆
議
院
議
員
の
お
祝

辞
を
頂
き
来
賓
紹
介
、
祝

電
披
露
と
続
き
、
岡
田
良

章
近
畿
珠
算
強
化
連
合
会

代
表
の
乾
杯
の
音
頭
で
祝

宴
が
始
ま
り
ま
し
た
。
宴

が
盛
り
上
が
る
中
、
５
名

の
若
い
会
員
に
よ
る
「
大

喜
利
」
が
舞
台
で
始
ま
り

ま
し
た
。
続
い
て
女
性
会

員
に
よ
る
舞
台
衣
装
を
着

て
の
余
興
（
カ
ラ
オ
ケ
）

が
あ
り
、
会
場
内
は
さ
ら

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

一
生
に
二
度
と
な
い
衣

装
を
着
ら
れ
良
き
思
い
出

に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
ま
し
た
。 

さ
ら
に
澤
田
悦
子
本
部

理
事
の
金
髪
の
お
さ
げ
髪

に
会
場
が
爆
笑
！
興
奮
が

冷
め
や
ら
ぬ
中
、
抽
選
会

へ
と
進
み
、
山
口
大
仁
氏
・

新
名
哲
也
氏
か
ら
次
々
と

抽
選
番
号
が
発
表
さ
れ
、

悲
喜
こ
も
ご
も
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。
三
千
円
か

ら
壱
万
円
ま
で
の
商
品
券

が
当
た
っ
た
方
々
の
満
悦

そ
う
な
顔
々
、
こ
れ
で
終

わ
り
と
思
っ
た
ら
、
舞
台

に
は
自
転
車
を
始
め
健
康

器
具
が
並
べ
ら
れ
、
再
度

の
抽
選
が
始
ま
り
ま
し
た
。

次
回

70
周
年
ま
で
元
気

で
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
と

の
コ
ン
セ
プ
ト
で
支
部
長

が
絶
妙
な
司
会
を
し
、

次
々
と
抽
選
番
号
が
読
上

げ
ら
れ
和
気
合
い
あ
い
の

中
終
了
し
ま
し
た
。 

閉
会
は
澤
田
理
事
の
御

礼
の
言
葉
で
締
め
く
く
ら

れ
ま
し
た
。 
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７
地
区 

花
岡
友
美 

平
成
30
年
11
月
３
日 

(

祝)

に
全
珠
連
大
阪
府
支

部
創
立
65
周
年
記
念
式

典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

支
部
長
式
辞
で
は
歴
代

の
支
部
長
が
紹
介
さ
れ
、

こ
れ
か
ら
も
一
致
団
結
し

て
大
阪
府
支
部
が
発
展
で

き
る
よ
う
に
と
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。 

平
上
理
事
長
の
祝
辞
で

は
、大
阪
府
支
部
の
活
躍
、

そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
益
々

の
躍
進
を
と
述
べ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。 

記
念
式
典
後
の
祝
賀
会

で
は
、
支
部
長
挨
拶
、
来

賓
祝
辞
の
あ
と
乾
杯
。
談

笑
後
は
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

若
手
４
名
（
二
代
目
）

の
先
生
に
よ
り
、「
笑
点
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
視
線

を
浴
び
て
緊
張
を
し
て
い

ま
し
た
が
、
楽
し
く
お
題

を
解
き
、
会
場
か
ら
の
拍

手
、笑
い
を
と
り
ま
し
た
。

最
後
に
男
子
メ
ン
バ
ー
よ

り
澤
田
先
生
に
素
敵
な
プ

レ
ゼ
ン
ト
（
お
さ
げ
の
髪
）

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。 

女
子
部
パ
ッ
チ
ー
ク
ラ

ブ
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、

「
３
６
５
日
の
紙
飛
行
機
、

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｎ
Ｇ 

Ｍ
Ａ
Ｎ 

(

Y

M

C

A)

」
の
歌

が
あ
り
ま
し
た
。
Ｙ
Ｏ
Ｕ

Ｎ
Ｇ 

Ｍ
Ａ
Ｎ
で
は
衣
装

チ
ェ
ン
ジ
！
平
上
理
事
長
、

櫻
井
支
部
長
も
ス
テ
ー
ジ

に
上
が
り
、
皆
さ
ん
が
笑

顔
に
な
り
、
会
場
は
一
気

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

そ
の
後
抽
選
会
。
健
康

に
関
連
す
る
景
品
な
ど
も

用
意
さ
れ
、
各
テ
ー
ブ
ル

で
一
喜
一
憂
し
ま
し
た
。 

         

  

最
後
は
澤
田
理
事
の
挨

拶
の
後
、
一
本
締
め
で
お

開
き
と
な
り
ま
し
た
。 

実
行
委
員
の
皆
様
、
忙

し
い
中
、
準
備
な
ど
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

65
周
年
記
念
式
典
・ 

祝
賀
会
に
参
加
し
て 

 



 

（３）           全 珠 連 お お さ か   平成 30年 11月 25 日（日） 
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平
成
30
年
10
月
14
日

（
日
）
大
阪
商
業
大
学
に

お
い
て
午
前
10
時
か
ら
、

平
成
30
年
度
全
日
本
通

信
珠
算
競
技
大
会
が
開
催

さ
れ
た
。 

 

今
回
か
ら
初
め
て
参
加

者
同
士
に
よ
る
交
換
採
点

が
行
わ
れ
る
と
い
う
事
で

入
念
な
打
ち
合
わ
せ
が
行

わ
れ
、
競
技
の
開
始
を
迎

え
た
。 

 

参
加
者
は
全
員
で
２
４

４
名
（
小
学
４
年
生
以
下

の
部
96
名
・
小
学
校
の
部

93
名
・
中
学
校
の
部
31

名
・
高
校
・
一
般
の
部
24

名
）
で
、
小
学
４
年
生
以

下
の
部
で
は
、
１
年
生
・

２
年
生
の
参
加
者
も
多
く

み
ら
れ
た
。 

 

開
会
に
先
立
ち
櫻
井
支

部
長
が
挨
拶
を
行
い
「
各

部
門
ご
と
に
秋
の
日
本
一

を
決
め
る
大
会
で
あ
り
、

選
手
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て

実
り
あ
る
大
会
に
し
て
ほ

し
い
」
と
話
し
選
手
を
激

励
し
た
。 

 

澤
田
本
部
理
事
が
平
上

理
事
長
の
挨
拶
文
を
代
読

し
た
後
、
総
合
競
技
か
ら

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。 

終
了
後
は
参
加
者
同
士
で

い
よ
い
よ
初
め
て
の
交
換

採
点
。
参
加
賞
と
し
て
渡

さ
れ
た
ボ
ー
ル
ペ
ン
を
だ

し
て
採
点
、
さ
ら
に
元
の

参
加
者
に
戻
し
て
今
度
は

自
ら
が
答
案
を
自
己
採
点
。

演
技
担
当
者
か
ら
異
議
の

あ
る
人
は
手
を
上
げ
て
く

だ
さ
い
と
の
声
に
数
人
か

ら
手
が
上
が
っ
た
が
混
乱

も
な
く
比
較
的
ス
ム
ー
ズ

に
進
行
し
た
。
回
収
し
た

答
案
用
紙
は
、
さ
ら
に
先

生
方
の
採
点
を
経
て
成
績

結
果
が
確
定
し
た
。 

 

総
合
競
技
終
了
後
は
読

上
暗
算
が
行
わ
れ
た
。
２

ケ
タ
15
口
か
ら
始
ま
っ

た
予
選
は
５
～
９
ケ
タ
の

加
算
ま
で
の
15
問
が
読

ま
れ
た
。
高
校
・
一
般
の

部
で
は
14
問
正
解
し
た

荒
木
雅
志
選
手
が
優
勝
。 

ま
た
、
中
学
生
の
部
で
は
、

15
問
全
問
を
正
解
し
た

大
内
崚
聖
選
手
が
２
位
を

大
き
く
引
き
離
し
て
優
勝

し
た
。
小
学
校
の
部
で
は

３
～
６
桁
に
正
解
を
出
し

た
岡
﨑
叶
夏
選
手
が
優
勝
。

小
学
校
で
は
３
～
４
桁
の

正
解
が
入
賞
ラ
イ
ン
と
な

っ
た
。 

 

昼
食
を
は
さ
ん
で
午
後

か
ら
は
読
上
算
が
行
わ
れ

た
。
予
選
は
最
後
７
～
12

桁(

45
秒)

ま
で
読
ま
れ
、

高
校･

一
般
で
は
４
名
が

14
問
正
解
で
決
勝
へ
、
最

後
は
金
本
三
夢
選
手
が
７

～
13
桁
（
52
秒
）
で
正

解
を
だ
し
優
勝
し
た
。 

ま
た
、
中
学
校
の
部
で

は
大
内
選
手
が
14
問
で

優
勝
。
総
合
と
合
わ
せ
て

今
年
も
三
冠
を
達
成
し
た
。 

小
学
校
の
部
で
は
７
～

12
桁
加
算
に
正
解
し
た

山
内
美
空
選
手
が
優
勝
。 

 

最
後
は
澤
田
本
部
理
事

が
講
評
で
「
今
日
の
結
果

を
糧
に
し
て
、
次
の
大
会

に
備
え
て
ほ
し
い
」
と
話

し
大
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

通
信
競
技
大
会
は
３
時
５

分
に
予
定
通
り
無
事
終
了

し
た
。
久
手
堅
大
成 

            

                                      

平
成
30
年
度 

全
日
本
通
信
珠
算
競
技
大
会 

大
阪
府
大
会 

平
成
30
年
10
月
14
日
（
日
） 

 
 
 
 
 
 

大
阪
商
業
大
学 

小学 4 年以下の部優勝 

小学校の部優勝 中学校の部優勝 高校・一般の部優勝 
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第
18
回 

★
弁
膜
症
の
治
療
方
法

は
？ 

 

弁
膜
症
は
弁
自
体
が
硬

く
な
っ
た
り
、
変
形
し
た

り
す
る
こ
と
で
生
じ
る
病

気
な
の
で
、
薬
を
飲
ん
で

治
る
も
の
で
は
な
く
、
基

本
的
に
は
手
術
に
よ
る
治

療
が
必
要
で
す
。
薬
を
飲

ん
で
い
る
方
も
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
血
圧
や
体
の
水
分

量
を
調
整
す
る
こ
と
で
、

弁
膜
症
を
悪
化
さ
せ
な
い
、

あ
る
い
は
心
不
全
に
な
ら

な
い
た
め
で
す
。
弁
膜
症

の
手
術
に
は
、
傷
ん
だ
弁

を
修
復
す
る「
弁
形
成
術
」

と
新
し
い
弁
に
交
換
す
る

「
弁
置
換
術
」
が
あ
り
ま

す
。弁
形
成
術
の
利
点
は
、

自
分
の
弁
を
修
復
し
て
い

る
の
で
、
基
本
的
に
は
手

術
の
後
、
特
に
薬
を
飲
む

必
要
が
な
く
、
再
手
術
の

必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
に
対
し
て
、
弁
置
換
術

の
場
合
、
交
換
し
た
弁
自

体
に
も
寿
命
が
あ
る
た
め
、

個
人
差
や
弁
の
種
類
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
が
、
約 

10
年
か
ら
15
年
（
ま
れ

に
20
年
）
で
再
手
術
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
交
換
す

る
弁
に
は
、
ウ
シ
や
ブ
タ

の
弁
を
使
用
し
た
生
体
弁

と
金
属
で
で
き
た
機
械
弁

の
２
種
類
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
に
は
利
点
・
欠
点
が

あ
り
ま
す
。
機
械
弁
は
金

属
製
の
た
め
、
耐
久
性
に

優
れ
て
い
ま
す
が
、
体
に

と
っ
て
は
異
物
な
の
で
、

血
栓
が
で
き
な
い
よ
う
に

「
ワ
ー
フ
ァ
リ
ン
」
と
い

う
抗
凝
固
薬
（
血
液
を
サ

ラ
サ
ラ
に
す
る
薬
）
を
飲

み
続
け
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
が
、
そ
れ
に
対
し
て

生
体
弁
の
場
合
、
抗
凝
固

薬
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

機
械
弁
に
比
べ
耐
久
性
で

劣
り
ま
す
。
ど
ち
ら
の
治

療
法
を
選
択
す
る
か
は
、

そ
の
方
の
弁
自
体
の
状
態

や
全
身
の
状
態
、
年
齢
、

性
別
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
事

を
総
合
的
に
判
断
し
て
決

定
し
ま
す
。
大
切
な
こ
と

は
、
大
き
な
手
術
で
す
の

で
、
術
後
の
経
過
を
考
え
、

全
身
の
状
態
が
悪
化
し
、

ぎ
り
ぎ
り
で
手
術
を
受
け

る
の
で
は
な
く
、
状
態
の

安
定
し
た
適
切
な
タ
イ
ミ

ン
グ
で
手
術
を
受
け
る
事

で
す
。 

 

次
回
は
、
カ
テ
ー
テ
ル

で
行
う
弁
膜
症
の
治
療
に

つ
い
て
お
話
し
す
る
予
定

で
す
。 

大
阪
市
立
大
学
医
学
部 

 

医
学
博
士 

花
谷
彰
久 

 

平成３０年度全日本通信珠算競技大会 
大阪府大会成績 

 
 

         団体の部優勝 個人の部優勝 読上算優勝 読上暗算優勝 

小学校４年生 

以下の部 

泉大津市立 

浜小学校 

４，８２０点 

中谷 謙士朗

１，９６０点 
草野  咲果 

 

草野  咲果 

 

小学校の部 

堺市立 

金岡南小学校 

４，９７０点 

江口 尊琉 

１，９７０点 
山内   美空 岡﨑  叶夏 

中学校の部 

交野市立 

第四中学校 

５，４８０点 

大内 崚聖 

１，９９０点 

 

大内 崚聖 

 

大内 崚聖 

高校・一般の部 

パナソニック 

株式会社 

４，２１０点 

金本 三夢 

１，９７０点 
金本  三夢 荒木  雅志 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

江口尊琉 大内崚聖 

 

 

健
康
ひ
ろ
ば 

 

金本三夢 

 
中谷謙士朗 
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「
か
な
し
い
沖
縄
の
旅
」 

 

花
谷 

昌
男 

沖
縄
と
い
え
ば
人
気
の

あ
る
日
本
有
数
の
観
光
地

で
あ
る
と
共
に
、
も
う
一

つ
の
沖
縄
が
あ
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

第
二
次
世
界
大
戦
が
終
わ

り
を
つ
げ
今
年
で
七
十
三

年
目
に
な
り
ま
す
が
、
毎

年
四
月
に
戦
没
者
を
慰
霊

す
る
た
め
、
沖
縄
県
糸
満

市
に
あ
る
平
和
公
園
の
一

角
に
「
な
に
わ
の
塔
」
が

あ
り
、
こ
こ
で
大
阪
府
大

阪
市
の
主
催
で
大
阪
出
身

の
戦
没
者
を
追
悼
す
る
式

典
が
行
わ
れ
、
私
は
毎
年

参
列
を
し
て
お
り
ま
す
。 

          

こ
の
施
設
に
は
沖
縄
及

び
南
方
地
域
で
戦
死
さ
れ

た
方
々
が
献
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
丘
（
摩
文
仁
の
丘
）

は
全
国
各
都
道
府
県
の
慰

霊
碑
が
建
立
さ
れ
て
お
り

ま
す
。 

 

思
え
ば
先
の
大
戦
に
お

い
て
祖
国
の
た
め
、
家
族

の
た
め
に
尊
い
命
が
失
わ

れ
、
そ
の
清
純
な
行
動
を

思
え
ば
、
今
我
々
が
豊
か

な
生
活
が
出
来
て
い
る
の

も
、
こ
の
大
き
な
犠
牲
が

あ
っ
た
事
を
決
し
て
忘
れ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

           

 

ま
た
修
学
旅
行
で
沖
縄

へ
行
か
れ
る
学
校
が
多
い

と
思
い
ま
す
が
、
ま
ず
「
守

礼
の
門
」「
首
里
城
」
等
を

観
光
し
、
そ
の
後
、
美
し

い
海
を
見
な
が
ら
北
へ

「
万
座
毛
」「
美
ら
海
水
族

館
」
へ
行
か
れ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

                       

私
は
こ
れ
以
外
に
ぜ
ひ

「
ひ
め
ゆ
り
の
塔
」や「
チ

ビ
チ
リ
ガ
マ
」「
旧
海
軍
司

令
壕
」
へ
立
ち
寄
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
ず

「
ひ
め
ゆ
り
の
塔
」
で
あ

り
ま
す
が
、
こ
こ
は
大
戦

末
期
に
学
生
が
動
員
さ
れ

沖
縄
師
範
学
校
の
女
子
生

徒
（
15
才
～
19
才
）
２

２
３
人
と
教
師
18
人
が

動
員
さ
れ
ま
し
た
。
負
傷

者
の
看
護
に
当
た
り
、
ま

た
他
の
学
校
の
男
子
生
徒

は
水
汲
み
や
食
事
の
運
搬
、

死
体
の
埋
葬
な
ど
を
行
い
、

米
軍
の
砲
撃
や
ガ
ス
弾
な

ど
で
死
亡
や
集
団
自
決
な

ど
で
１
２
３
人
、
教
師
13

人
が
命
を
落
と
し
た
。 

 

ま
た
も
う
一
つ
、
一
般

住
民
が
犠
牲
に
な
っ
た
と

こ
ろ
が「
チ
ビ
チ
リ
ガ
マ
」

で
あ
り
ま
す
（
チ
ビ
は
お

尻
、
チ
リ
は
切
る
、
ガ
マ

は
自
然
洞
窟
の
こ
と
）。こ

こ
は
読
谷
村
波
平
と
云
う

所
で
、
太
平
洋
戦
争
末
期

に
米
軍
が
上
陸
し
、
日
本

で
唯
一
地
上
戦
が
あ
っ
た

所
で
す
。 

 

一
般
住
民
は
逃
げ
回
り
、

こ
の
洞
窟
に
１
４
０
名
が

逃
げ
込
み
、
住
民
ら
は
こ

の
中
で
「
神
様
即
死
で
お

願
い
し
ま
す
」
と
口
々
に

叫
び
な
が
ら
83
人
が
自

決
し
た
場
所
で
あ
り
ま
す
。 

 

こ
れ
ら
の
か
な
し
い
旅

で
し
た
が
、
ぜ
ひ
若
い
世

代
に
伝
え
引
き
継
い
で
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。 

                                    

                                    

 

地
区
便
り 

 
 
 

三
地
区 

１２月・２月検定試験のお知らせ  

（珠算４～１０級・暗算１～６級） 

申込締切１２月 ５日(水）・２月 ６日(水）午前１０時迄 

結果報告１２月２５日(火)・２月２５日(月）午前１０時迄 

※期日は厳守してください※受験者増加をお願いします 

 

 

会費納入のお願い 
 

平成３０年度支部後期会費を地区 

にて取りまとめ、１２月５日（水）迄 

に支部へ納入してください。 

 
第６２回全大阪学年別珠算競技大会 

日  時 平成３１年２月３日(日) 午前１０時 

会  場 大阪商業大学 

申込期日 平成３０年１２月１４日（金） 
  ※詳細は競技部より連絡があります 

支部事務局の冬休み 
 

１２月２９日(土)～ 

1月５日(土)まで 

業務開始は、１月７日（月）から 

です。 

万座毛 ひめゆりの塔 

守礼の門 



 

平成 30年 11月 25 日（日）     全 珠 連 お お さ か      （６） 

 

    
中
学
１
年 

 

脇
坂 

耕
平 

 

楽
し
い
事
ば
か
り
想
像

し
て
参
加
を
決
め
た
け
ど
、

行
く
前
に
英
語
で
の
事
前

学
習
や
自
己
紹
介
作
成
等

も
あ
り
、
準
備
は
と
っ
て 

も
大
変
で
、
不
安
に
な
っ 

て
い
き
ま
し
た
。 

 

出
発
前
日
、
東
京
の
ホ 

テ
ル
に
集
合
し
て
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま

し
た
。
い
ろ
ん
な
説
明
の

後
、
英
語
や
そ
ろ
ば
ん
も

や
り
ま
し
た
。
上
手
な
人

が
多
い
な
と
感
じ
た
し
、

僕
は
あ
ま
り
練
習
し
て
な

く
て
あ
せ
り
ま
し
た
。 

 

い
よ
い
よ
出
発
。
長
い

時
間
飛
行
機
に
乗
っ
て
ア

メ
リ
カ
に
着
き
ま
し
た
。 

 

次
の
日
、
午
前
中
は
英

語
を
勉
強
し
て
、
シ
ー
ワ

ー
ル
ド
に
行
き
ま
し
た
。

朝
は
英
語
で
そ
ろ
ば
ん
を

教
え
ら
れ
る
か
心
配
に
な

っ
た
け
ど
、
笑
顔
と
ジ
ェ

ス
チ
ャ
ー
で
ど
う
に
か
し

よ
う
と
決
め
ま
し
た
。
シ

ー
ワ
ー
ル
ド
で
は
シ
ャ
チ

が
大
き
く
て
び
っ
く
り
し 

    

ま
し
た
。 

 

そ
し
て
、
こ
の
日
は
僕

の
13
才
の
誕
生
日
で
し

た
。
夕
食
の
時
、
み
ん
な

に
祝
っ
て
も
ら
っ
て
シ
ャ

チ
の
ぬ
い
ぐ
る
み
を
も
ら 

                          

い
ま
し
た
。
す
ご
く
嬉
し

く
て
忘
れ
ら
れ
な
い
誕
生

日
に
な
り
ま
し
た
。 

 

次
の
日
、
学
校
訪
問
で

は
、
質
問
を
さ
れ
て
ヤ
バ

イ
と
思
い
な
が
ら
も
頑
張

っ
て
乗
り
切
り
ま
し
た
。

意
外
に
ど
う
に
か
な
り
、

思
っ
た
よ
り
も
で
き
ま
し

た
。 

                          

 

み
ん
な
と
は
、
ど
ん
ど

ん
仲
良
く
な
り
、
ハ
リ
ウ

ッ
ド
や
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
の
観
光
、

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド
、
大

リ
ー
グ
で
大
谷
翔
平
が
見

れ
た
事
・
・
・
い
っ
ぱ
い

興
奮
し
て
楽
し
い
思
い
出

が
で
き
ま
し
た
。 

 

そ
ろ
ば
ん
で
は
現
地
で

競
技
会
が
あ
り
ま
し
た
。

団
体
で
は
３
位
で
メ
ダ
ル

を
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

競
技
に
む
け
て
ホ
テ
ル

の
部
屋
で
練
習
を
し
て
い

る
人
も
い
ま
し
た
。
上
手

な
人
こ
そ
練
習
す
る
ん
だ

な
と
思
い
ま
し
た
。僕
は
、

言
わ
れ
な
い
と
し
な
い
の

で
、
驚
い
た
し
、
納
得
も

し
ま
し
た
。 

 

訪
米
使
節
団
に
参
加
し

て
、
そ
ろ
ば
ん
を
頑
張
っ

て
い
る
人
に
出
会
え
、
た

く
さ
ん
楽
し
い
経
験
が
で

き
て
と
て
も
良
か
っ
た
で

す
。 

 

団
長
さ
ん
他
、
お
世
話

に
な
っ
た
人
た
ち
。
参
加

さ
せ
て
く
れ
た
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
、
お
こ
づ
か
い

を
く
れ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
み
ん
な

に
感
謝
で
す
。 

Ｔ
Ｈ
Ａ
Ｎ
Ｋ 

Ｙ
Ｏ
Ｕ
！ 

     

中
学
１
年 

石
黒 

美
唯 

 

私
が
ア
メ
リ
カ
に
行
く

こ
と
に
な
っ
た
き
っ
か
け

は
、
過
去
に
そ
ろ
ば
ん
教

室
か
ら
訪
米
使
節
団
に
行

っ
た
人
が「
楽
し
か
っ
た
」

と
言
っ
て
た
か
ら
で
す
。 

 

正
直
、
そ
ろ
ば
ん
を
上

手
に
教
え
る
こ
と
や
、
友

達
が
で
き
る
か
す
ご
く
心

配
で
し
た
。 

 

で
も
、
予
想
以
上
に
カ

タ
コ
ト
の
英
語
が
通
じ
、

班
の
子
と
も
、
他
の
子
と

も
す
ご
く
仲
良
く
な
れ
ま

し
た
。 

              

 

デ
ィ
ズ
ニ
ー
、
シ
ー
ワ

ー
ル
ド
、
Ｕ
Ｃ
Ｌ
Ａ
、
ア

ウ
ト
レ
ッ
ド
な
ど
す
ご
く

楽
し
か
っ
た
で
す
。
中
で

も
一
番
楽
し
か
っ
た
の
は
、

デ
ィ
ズ
ニ
ー
で
、
気
の
合

う
仲
間
た
ち
と
過
ご
し
た

時
間
は
と
て
も
思
い
出
深

い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。 

 

小
学
校
訪
問
で
は
、
地

元
の
子
供
た
ち
に
、
そ
ろ

ば
ん
を
教
え
、
英
語
が
う

ま
く
話
せ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
何
と
か
そ
ろ
ば
ん
の

使
い
方
を
わ
か
っ
て
も
ら

え
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。 

 

ア
メ
リ
カ
で
印
象
に
残

っ
た
食
べ
物
は
マ
シ
ュ
マ

ロ
で
す
。
日
本
食
レ
ス
ト

ラ
ン
に
連
れ
て
行
っ
て
も

ら
っ
た
時
に
、
デ
ザ
ー
ト

と
し
て
マ
シ
ュ
マ
ロ
を
焼

い
て
食
べ
る
時
に
、
火
力

が
強
す
ぎ
て
、
真
っ
黒
に

な
っ
て
竹
串
ま
で
焼
け
て

し
ま
い
食
べ
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
も

今
と
な
っ
て
は
良
い
思
い

出
と
な
り
ま
し
た
。 

 

今
回
の
訪
米
使
節
団
を

お
世
話
し
て
く
れ
た
先
生

方
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。 

 

第
30
回
そ
ろ
ば
ん
訪
米
使
節
団 

 

訪
米
使
節
団
に 

参
加
し
て 



（７）           全 珠 連 お お さ か   平成 30年 11月 25 日（日） 

 

                              

 

平
成
30
年
10
月
７
日

(

日)

・
８
日(

祝)

に
開
催

さ
れ
た
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
職

員
研
修
旅
行
に
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
今
回
は

和
歌
山
県
支
部
が
担
当
さ 

                              れ
、
峯
支
部
長
が
中
心
と

な
り
色
々
と
お
世
話
を
し

て
い
た
だ
い
た
。
行
先
は

紀
州
の
加
太
方
面
。
魚
釣

り
が
大
好
き
な
方
に
は
地

名
を
聞
く
だ
け
で
、
う
ず

う
ず
と
し
て
く
る
と
い
う

魚
釣
り
の
メ
ッ
カ
だ
が
、

今
回
は
魚
釣
り
で
は
な
く
、

新
鮮
な
料
理
を
堪
能
す
る

と
い
う
コ
ー
ス
で
あ
る
。 

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
観

光
バ
ス
は
弁
天
町
駅
南
口

付
近
か
ら
出
発
。
バ
ス
に

乗
り
込
む
と
、
な
ん
と
今

回
は
バ
ス
座
席
に
も
名
前

が
書
か
れ
て
い
て
、
峯
支

部
長
の
配
慮
と
細
や
か
さ

が
ひ
し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て

く
る
気
が
し
た
。
広
々
と

し
た
バ
ス
の
中
あ
っ
と
い

う
間
に
時
間
は
過
ぎ
、
和

歌
山
市
の
六
三
園
に
到
着
。 

見
事
な
庭
園
の
中
、
昼

食
は
な
ん
と
昼
か
ら
豪
華

な
懐
石
料
理
。
出
て
く
る

料
理
に
感
動
し
な
が
ら
舌

鼓
。
昼
食
会
場
も
天
井
に

見
事
な
彫
刻
が
施
さ
れ
た

由
緒
あ
る
特
別
室
と
い
う

事
で
再
度
び
っ
く
り
で
あ

る
。 整

理
さ
れ
た
庭
園
を
鑑

賞
し
た
後
、
一
路
和
歌
山

歴
史
館
へ
。
見
学
の
後
は

お
楽
し
み
の
酒
造
「
中
野

Ｂ
Ｃ(

株)

」
で
の
試
飲
だ

が
、
こ
ち
ら
は
梅
酒
を
得

意
と
し
て
い
る
と
い
う
事

も
あ
っ
て
、
始
め
に
梅
肉

の
試
食
。
梅
の
果
汁
を
煮

込
ん
で
ド
ロ
ド
ロ
に
な
っ

た
と
い
う
ゼ
リ
ー
状
の
ジ

ャ
ム
を
試
食
す
る
と
、
も

う
酸
っ
ぱ
く
て
胃
の
中
が

ひ
っ
く
り
か
え
り
そ
う
で

あ
っ
た
。
何
と
か
持
ち
こ

た
え
て
清
酒
「
紀
伊
国
屋

文
左
衛
門
」
の
試
飲
。「
う

ま
い
！
」
が
や
は
り
梅
酒

が
一
番
人
気
で
あ
っ
た
。 

             

午
後
５
時
に
は
宿
泊
先

の
「
休
暇
村
紀
州
加
太
」

に
到
着
。
海
に
近
い
た
め

窓
を
開
け
る
と
潮
の
に
お

い
が
鼻
を
く
す
ぶ
り
、
旅

の
情
緒
を
掻
き
立
て
て
く

れ
た
。 

夕
食
は
新
鮮
な
魚
料
理

を
中
心
に
お
椀
が
並
べ
ら

れ
た
が
、
別
室
に
も
た
く

さ
ん
の
バ
イ
キ
ン
グ
料
理

が
配
膳
さ
れ
、
食
べ
放
題

で
何
か
ら
手
を
付
け
て
い

い
の
か
わ
か
ら
な
い
ま
ま
、

各
府
県
別
に
自
己
紹
介
が

行
わ
れ
、
和
気
あ
い
あ
い

の
中
、宴
会
が
終
了
し
た
。 

夕
食
後
風
呂
に
つ
か
っ

て
い
る
と
、
ほ
っ
て
り
と

し
た
気
分
の
中
、
海
に
は

船
の
漁
火
が
ほ
の
か
に
輝

き
幻
想
的
な
眺
め
を
楽
し

め
た
。 

翌
日
は
、
優
美
な
海
岸

線
を
走
る
こ
と
１
時
間

30
分
。
白
崎
海
洋
公
園
の

見
学(

残
念
な
が
ら
台
風

24
号
の
影
響
で
道
の
駅

は
閉
鎖
中)

。 

             

そ
の
後
、
醤
油
の
発
祥

地
と
い
う
湯
浅
へ
と
移
動

し
た
。
湯
浅
醤
油
で
は
、

日
本
が
誇
る
醤
油
誕
生
の

由
来
を
お
聞
き
し
、
醤
油

の
試
食
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
な
ぜ
だ
か
醤
油
が

お
い
し
く
感
じ
そ
の
ま
ま

「
超
」
高
級
醤
油
を
買
っ

て
し
ま
っ
た
。
昼
食
会
場

の
湯
浅
城
で
絶
品
の
シ
ラ

ス
丼
を
頬
張
っ
た
後
、
湯

浅
城
の
５
階
天
守
閣
へ
登

る
と
湯
浅
の
町
並
と
輝
く

海
と
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
が

見
事
で
、
ま
る
で
一
幅
の

風
景
画
の
よ
う
で
あ
っ
た
。 

バ
ス
は
午
後
３
時

30

分
に
弁
天
町
に
無
事
帰
阪

し
た
。 

 
 
 

上
村 

             

  

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
職
員
研
修
旅
行 

 

「休暇村紀州加太」の部屋からの眺め 

白崎海洋公園 

梅酒の試飲 



 

平成 30年 11月 25 日（日）     全 珠 連 お お さ か      （８） 

 

 
 

   

平
成
30
年
10
月
４
日

（
木
）
、
朝
日
新
聞
夕
刊
の

一
面
ト
ッ
プ
に
そ
ろ
ば
ん

の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。 

そ
こ
に
は
「
そ
ろ
ば
ん
が

語
る 

津
波
の
記
憶
」
と

の
見
出
し
が
あ
り
、「
不
思

議
な
運
命
を
た
ど
っ
た
そ

ろ
ば
ん
」
の
記
述
が
詳
細

に
載
っ
て
い
た
。 

 

掲
載
さ
れ
た
そ
ろ
ば
ん

の
今
の
持
ち
主
は
、
全
珠

連
大
阪
府
支
部
の
大
垣
憲

造
氏
で
あ
る
（
２
０
１
２

年
ご
ろ
に
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
で
購
入
）
。実
は
こ

の
そ
ろ
ば
ん
、
１
８
５
４

年
に
発
生
し
た
安
政
南
海

大
地
震
（
推
定
Ｍ
８
．
４
）

に
よ
り
津
波
が
発
生
（
高

さ
約
３
．
９
ｍ
）
し
、
家

や
倉
庫
と
一
緒
に
流
さ
れ
、

広
い
南
海
（
四
国
や
紀
伊

半
島
）
沖
を
漂
流
し
た
が
、

そ
ろ
ば
ん
の
形
を
と
ど
め
、

奇
跡
的
に
持
ち
主
が
い
る

灘
村
（
徳
島
県
牟
岐
町
）

に
た
ど
り
着
い
た
。
そ
の

２
年
後
、
耕
作
し
た
田
ん

ぼ
か
ら
掘
り
出
さ
れ
、
持

ち
主
（
大
黒
屋
兵
助
）
に

戻
っ
た
と
そ
ろ
ば
ん
に
刻

ま
れ
て
い
る
。
兵
助
は
「
あ

あ
不
思
議
な
こ
と
が
あ
る

も
の
だ
。
こ
れ
は
、
こ
の

後
の
我
が
家
業
の
喜
瑞
と

な
る
だ
ろ
う
」
と
記
述
し

て
い
る
。
そ
の
後
、
蔵
で

保
管
さ
れ
て
い
た
も
の
だ
。 

                       
 

私
も
大
垣
氏
に
豊
中
の

資
料
館
（
大
垣
珠
算
教
室

の
２
階
）
で
そ
の
安
政
南

海
大
地
震
の
そ
ろ
ば
ん
を

見
せ
て
い
た
だ
き
脳
裏
に

焼
き
付
い
て
い
る
。
珠
は

津
波
の
衝
撃
で
抜
け
落
ち

て
い
る
部
分
が
あ
る
も
の

の
、
状
態
は
し
っ
か
り
し

て
い
る
。
歴
史
を
物
語
る

天
一
地
五
の
そ
ろ
ば
ん
は
、

大
地
震
の
津
波
を
乗
り
越

え
た
力
強
さ
と
古
の
歴
史

を
堂
々
と
語
っ
て
い
る
か

の
よ
う
に
思
え
た
。
上
村 

    

平
成
30
年
９
月
16
日 

(

日)

午
後
３
時
か
ら
大
阪

弁
天
町
の
グ
ラ
ン
ド
ボ
ウ

ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。 

和
歌
山
県
支
部
の
峯
支

部
長
が
始
球
式
を
行
い
、

ス
タ
ー
ト
し
た
。 

今
回
は
、
２
ゲ
ー
ム
で

は
な
く
、
３
ゲ
ー
ム
の
ト

ー
タ
ル
で
争
わ
れ
、
さ
す

が
に
く
た
く
た
で
あ
っ
た
。

優
勝
は
櫻
井
支
部
長
。
ち

な
み
に
優
勝
予
想
も
櫻
井

支
部
長
が
的
中
、
正
に
櫻

井
デ
ー
で
あ
っ
た
。
終
了

後
、
湖
中
に
お
い
て
懇
親

会
が
賑
や
か
に
開
催
さ
れ

た 
 

    

〈
65

周
年
記
念
祝
賀
会 

 
 

実
行
委
員
会
〉 

日 

程 

 

平
成
30
年
８
月
28
日 

場 

所 

支
部
会
議
室 

出
席
者 

４
名 

議 

題 

１
、
65
周
年
記
念
祝
賀
会 

内
容
の
検
討 

２
、
抽
選
会
の
景
品
内
容 

に
つ
い
て 

３
、
記
念
ア
ル
バ
ム
制
作 

 

（
常
任
委
員
会
） 

日 

程 

平
成
30
年
11
月
３
日 

場 

所 

支
部
会
議
室 

出
席
者 

18
名 

議 

題 

１
、
本
部
・
支
部
・
近
畿

ブ
ロ
ッ
ク
・
近
畿
連

合
・
大
阪
連
合
状
況

報
告 

２
、
第
64
回
優
秀
生
徒
表 

彰
式
典
に
つ
い
て 

３
、
平
成
30
年
度
通
信
珠 

算
競
技
大
会
に
つ
い 

て 

４
、
６
月
地
震
、
８
・
９
月 

の
台
風
被
害
の
見
舞 

金
に
つ
い
て 

５
、
各
執
行
部
報
告 

６
、
そ
の
他 

    

12
／
１
本
部
委
員
長
会 

12
／
５
常
任
委
員
届
出
・ 

 
 
 

 

支
部
長
立
候
補 

締
切
り 

12
／
23
偶
数
月
検
定 

1
／
３
は
じ
き
初
め 

(

大
阪
天
満
宮) 

１
／
14
現
新
常
任
委
員
・ 

地
区
長
合
同
会
議 

新
年
会 

１
／
20
監
査
会 

１
／
27
第
389
回 

 
 

検
定
試
験 

２
／
３
全
大
阪
学
年
別 

珠
算
競
技
大
会 

２
／
11
大
阪
珠
算
連
合 

２
／
17
常
任
委
員
会 

２
／
24
偶
数
月
検
定
・ 

理
事
会 

３
／
17
生
徒
表
彰
式
典 

３
／
24
第
390
回 

 
 

検
定
試
験 

３
／
29
本
支
部
連
絡
協 

議
会
・
分
科
部
会 

３
／
30
臨
時
社
員
総
会 

分
科
部
会
・
顧
問 

連
絡
会
・
理
事
会 

３
／
31
研
究
集
会 

青
森 

 
 
 
 
 
 
 

                                  

第６５回全国珠算研究集会 
日時  平成３１年３月３１日(日)午前１０時 

会場  リンクステーションホール青森  

     （青森市文化会館）  

教養講座  平成３１年３月３０日(土)午後２時 

申込締切  平成３０年１２月１４日(金)必着 

第６４回優秀生徒表彰式典 

日時 平成３１年３月１７日(日)午後１時 

会場 大阪市中央公会堂  

申込締切 平成３０年１１月３０日(金) 

行 

事 

予 

定 

   

諸
会
議
報
告 

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク 

会
員
親
睦
会 

 

安
政
南
海
大
地
震 

の
そ
ろ
ば
ん 

 

 

大黒屋兵助が所有していたそろばん 


